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主なもくじ

３月７日大月市消防署丹波山出張所が完成しました。
これからも丹波山村の安心安全な生活のため、活動してまいります。
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が
完
成
し
ま
し
た

大
月
市
消
防
署

丹
波
山
出
張
所

大
月
市
消
防
署

丹
波
山
出
張
所

　昨
年
８
月
に
建
設
が
始
ま
っ
た

「
大
月
市
消
防
署
丹
波
山
出
張
所
」

が
３
月
7
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　耐
震
構
造
の
新
庁
舎
に
よ
り
、

本
村
の
防
災
拠
点
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

消
防
団
任
命
式

丹
波
山
村

　
４
月
１
日
（
金
）
郷
土
民
俗
資
料
館
で
平
成
28
年
度
丹
波
山

村
消
防
団
任
命
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
丹
波
山
の
防
災
の
旗
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く

新
入
団
の
方
に
消
防
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、新
入
団
員
の
中
に
は
、初
め
て
の
女
性
団
員
が
誕
生
し
、

新
た
な
力
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
村
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
と
い
う
使

命
の
も
と
、
団
員
同

士
一
致
団
結
し
、
無

災
害
で
一
年
が
終
わ

る
よ
う
日
々
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
新
入
団
員
】

　
垰
野
　
　
剛

　
草
薙
　
　
豊

　
寺
崎
　
美
紅
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　3月30日（水）日産自動車の「電気

自動車活用事例創発事業」で社会福祉

協議会へ電気自動車e-NV200が貸与

されました。この事業は、3年間無

料で自治体に貸与していただける事業

です。今後村では電気自動車の特徴を

活かし福祉センターへの送迎を中心

に、老人の見守り、イベントへの電力

供給や、災害時の予備電源など村福祉

業務に活かしていきたいと思います。

地区名 区　長 区長代理 自主防会長 育成会 スポーツ推進員 隣　　保　　長

奥　秋 木下　栄和 吉野　一也 木下　和彦 木下　栄和
瀧本　清明
嶋﨑八重美

１嶋﨑　益富　　２芦澤　弘昭　　３幸山美智子
４岡部　栄久　　５岡部　初男　　６舩木　久夫

上　組 白木　敏彦 芦澤　初雄 廣瀬　俊之 小原　由美 守屋真由美 １白木　敏彦　　２芦澤　初雄

中　組 武井　明信 清水　善明 守屋　孝芳 守屋　美鈴
守岡　公寿
守岡　美香

１武井　明信　　２守屋　精治　　３清水　善明
４守屋　徳重

下　組 岡部　一喜 廣瀬　直照 廣瀬　直照 芦澤将一郎
岡部　英利
酒井　勝平

１岡部　武雄　　２坂本　久一　　３舩木　進五
４坂本　　仁　　５廣瀬　栄一

高　尾 嶋﨑　　勉 山田　　久 青柳　敏彦 嶋﨑まさ江
嶋崎　忠久
守屋　秀寿

１小林千代子　　２青柳　重久　　３嶋崎　常雄
４楳澤千代男　　５河村　道明

押垣外 廣瀬　浩蔵 白木　孝郎 舩木　昭和 舩木　正之
舩木　政和
舩木　良美

１岡部英美子　　２廣瀬　浩蔵　　３守岡　辰之

保之瀬 舩木　　努 舩木　敏史 岡部　　清 舩木みゆき
小林　弘幸
長谷川達弥

１舩木　由正　　２岡部　　晃　　３河村　栄子

東　部 松島　信一
小林　敏男
河村　清一
酒井　智生

河村　義信
酒井　智生
友井　啓太

１芦澤千代子　　２沼田　彦一　　３吉野　勝一
４吉野はやと　　５嶋﨑三千男　　６岡部　紀一
７酒井きぬ子　　８河村　清一

平成28年度　各地区新役員名簿

社会福祉協議会に
電気自動車が貸与されました。
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■
条
例
改
正

　
職
員
給
与
条
例
、
行
政
不
服
審
査
法
施
行

に
伴
う
条
例
の
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

■
条
例
制
定

　
七
ツ
石
小
屋
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
等
の
制
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
補
正
予
算

　
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
と
も
不
要
額

の
減
額
が
主
な
内
容
で
す
。

　村議会の３月定例会は３月９日に開
会し、３月14日に閉会いたしました。
　審議された内容は、専決処分の報告
が１件、計画変更１件、計画制定１件、
条例改正13件、条例制定３件、規約変
更２件、補正予算４件、当初予算11件
の議案が提出され、すべて原案のとお
り可決されました。

村
議
会

3月定例会

会　　計　　名 本年度予算 前年度予算 差引増減額 増減率
一　般　会　計 1,196,861 1,490,000 △ 293,139 △ 19.7

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業勘定 146,401 135,824 10,577 7.8
国民健康保険直診勘定 92,562 109,325 △ 16,763 △ 15.3
簡易水道 32,616 33,350 △ 734 △ 2.2
水源の里保健休養施設 25,312 24,190 1,122 4.6
下水道 157,819 189,130 △ 31,311 △ 16.6
有線テレビ放送施設 10,602 12,541 △ 1,939 △ 15.5
教育奨励資金 2,204 2,203 1 0.0
介護保険 106,120 105,271 849 0.8
温泉事業 204,424 222,120 △ 17,696 △ 8.0
介護サービス事業 619 599 20 3.3
後期高齢者医療 13,454 13,104 350 2.7
小計 792,133 847,657 △ 55,524 △ 6.6

合　　　計 1,988,994 2,337,657 △ 348,663 △ 14.9

平成28年度当初予算一覧表　　　　　　　　（単位：千円、％）

科　　　目 予算額 構成比
1 村税 49,776 4.2%
2 地方譲与税 4,801 0.4%
3 利子割交付金 50 0.0%
4 配当割交付金 270 0.0%
5 株式等譲渡所得交付金 180 0.0%
6 地方消費税交付金 10,300 0.9%
7 自動車取得税交付金 670 0.1%
8 地方特例交付金 1 0.0%
9 地方交付金 620,000 51.8%
10 分担金及び負担金 1,933 0.2%
11 使用料及び手数料 10,122 0.8%
12 国庫支出金 37,442 3.1%
13 県支出金 18,609 1.6%
14 財産収入 1,503 0.1%
15 寄附金 1 0.0%
16 繰入金 254,474 21.3%
17 繰越金 10,000 0.8%
18 諸収入 111,729 9.3%
19 村債 65,000 5.4%

合　　　計 1,196,861

科　　　目 予算額 構成比
1 議会費 27,188 2.3%
2 総務費 210,813 17.6%
3 民生費 197,282 16.5%
4 衛生費 83,745 7.0%
5 農林水産業費 63,951 5.3%
6 商工費 102,807 8.6%
7 土木費 239,607 20.0%
8 消防費 51,666 4.3%
9 教育費 112,976 9.4%
10 災害復旧費 0 0.0%
11 公債費 104,826 8.8%
12 諸支出金 0 0.0%
13 予備費 2,000 0.2%

合　　　計 1,196,861

一般会計歳入内訳 （単位：千円、％）

一般会計歳出内訳 （単位：千円、％）

　丹波山村議会３月定例会
において、平成28年度の当初
予算が審議され、一般会計
及び10の特別会計予算は原
案どおり可決されました。
　平成28年度予算は、喫緊
の課題である人口減少対策
や交流人口の拡大、首都圏
から移住など「丹波山村ま
ち・ひと・しごと創生総合戦
略」に基づく事業の予算を計
上し、一般会計は前年度比
２億9319万９千円（19.7%）
減の11億9,686万１千円とな
りました。

一般会計予算	11億9,686万1千円
特別会計予算	 7億9,213万3千円

平成
28年度の
主な事業

■小さな村ｇ７サミット開催費
■空き家対策事業費
■丹波山村暮らし体験住宅整備費
■七ツ石小屋運営事業費

平成
28年度当初予算の概要
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■

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　
策
定
費　
　
　
　
7
，
6
0
0
千
円

　
村
が
管
理
す
る
公
共
施
設
の
現
況
と
課
題
を

調
査
し
、公
共
施
設
の
更
新
・
統
廃
合
及
び
長

寿
命
化
な
ど
を
含
む
管
理
計
画
を
策
定
す
る
。

■

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　
策
定
費　
　
　
　
3
，
5
0
0
千
円

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
を
行
う

た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
。

■
個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
事
業
費

3
，
6
2
1
千
円

　
個
人
番
号
制
度
の
施
行
に
伴
う
、個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
事
務
費
及
び
シ
ス
テ
ム
改
修
費
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
費

6
，
4
8
9
千
円

　
国
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
を
支
給
す
る
。

対
象
者
　
65
歳
以
上
（
28
年
度
中
に
65

歳
に
達
す
る
者
を
含
む
）
で

住
民
税
が
非
課
税
の
者

　
給
付
額
　
1
人
3
万
円

　
支
給
時
期
　
5
月

■
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
費
2
3
，
0
0
0
千
円

　
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
補
修
・

補
強
工
事
を
施
工
す
る
。

　
施
工
箇
所
　
清
水
橋
、
上
手
川
橋

■
道
路
橋
梁
維
持
費
4
9
，
5
0
0
千
円

　
・
村
道
鴨
沢
小
袖
線
の
舗
装
補
修
工
事

　
2
0
，
0
0
0
千
円

　
・

村
道
押
垣
外
線
の
改
良
工
事

2
0
，
0
0
0
千
円
　
他

■
農
業
基
盤
整
備
事
業
費6，
9
4
3
千
円

　
農
道
成
畑
3
号
線
改
良
工
事
に
伴
う
農
業

用
水
施
設
の
整
備
　
他

■
林
道
・
治
山
事
業
費6

，
3
2
5
千
円

　
林
道
及
び
作
業
道
の
法
面
崩
落
に
備
え
る

維
持
管
理
費
　
他

■

創
業
支
援
事
業
費　

1
0
0
千
円

　
創
業
支
援
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

計
画
に
基
づ
く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を

商
工
会
に
設
置
す
る
。

　
日
程
　
国
へ
創
業
支
援
事
業
計
画
認
定
申
請

　
　
　
　
　
　
28
年
3
月

　
　
　
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の
設
置

　
4
月

■

木
材
利
用
推
進
事
業
費
5
，
4
2
0
千
円

　
森
林
整
備
の
推
進
と
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
を
図

る
た
め
、
間
伐
材
を
活
用
し
た
薪
の
供
給
体

制
を
整
備
す
る
。

■
観
光
情
報
発
信
事
業
費1，
0
0
0
千
円

　
事
業
内
容
　
山
岳
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成

■
観
光
振
興
事
業
費
1
4
，
5
2
1
千
円

　
事
業
内
容
　
夏
祭
り
開
催
事
業
費
補
助
金

　
8
，
0
0
0
千
円
　
　

　
　
　
　
　
　
観
光
協
会
補
助
金

　
2
，
5
0
0
千
円
　
他

■
都
市
と
の
交
流
推
進
費1，

１
0
0
千
円

事
業
内
容
　
都
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加

　
　
　
　

首
都
圏
の
子
ど
も
を
対
象
に

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

■

ネ
グ
ロ
ス
州
交
流
事
業
費

1
，
0
0
0
千
円

　
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ネ
グ
ロ
ス
州
へ
交
流
団
を
派
遣
し
、
植

林
活
動
な
ど
を
通
し
て
相
互
理
解
と
友
好
親

善
を
促
進
す
る
。

　
実
施
時
期
　
8
月
（
予
定
）

■

小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

　
開
催
費　
　
　
　
1
，
0
8
5
千
円

　
全
国
各
地
域
の
一
番
小
さ
な
村
が
丹
波
山

村
に
集
ま
り
、
小
さ
な
村
な
ら
で
は
の
課

題
や
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

い
、そ
の
成
果
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
。

　
開
催
日
　
5
月
19
日
～
22
日
　

　
参
加
村
　
音
威
子
府
村
　
桧
枝
岐
村
　

　
　
　
　
　
北
山
村
　
新
庄
村
　
大
川
村
　

　
　
　
　
　
五
木
村
　
丹
波
山
村

■
観
光
施
設
整
備
費
2
0
，
7
0
0
千
円

　
権
現
平
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
災
害

普
及
工
事
等
の
遅
れ
で
27
年
度
実
施
で
き
な

か
っ
た
た
め
、改
め
て
28
年
度
に
実
施
す
る
。

■

七
ツ
石
小
屋
運
営
事
業
費

4
，
9
0
0
千
円

　
登
山
者
の
安
全
確
保
と
遭
難
防
止
の
拠
点
と

す
る
た
め
、村
営
の
山
小
屋
と
し
て
開
設
す
る
。

　
開
設
　
28
年
4
月

■

親
子
キ
ャ
ン
プ
助
成
費3
3
0
千
円

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
移
住
・
定
住
を
目
的
に
、

ま
ず
は
、
丹
波
山
村
を
訪
れ
る
機
会
と
な
る

親
子
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
費
を
助
成
す
る
。

　
参
加
費
1
0
，
0
0
0
円
の
1
／
2
を
助
成

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
費
3
2
，
0
0
4
千
円

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
村

の
活
性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
村
へ

の
定
住
及
び
定
着
を
促
進
す
る
。

　
隊
員
数
　
27
年
度
　
5
名

　
　
　
　
　
28
年
度
　
９
名

■

空
き
家
対
策
事
業
費3，
1
2
0
千
円

　
空
き
家
の
賃
貸
・
売
却
希
望
者
か
ら
の
物

件
情
報
を
利
用
者
に
紹
介
す
る
制
度
（
空
き

家
バ
ン
ク
）
等
を
整
備
す
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
整
備
費
1
，
1
2
0
千
円

　
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
　
2
，
0
0
0
千
円

■

丹
波
山
の
暮
ら
し
体
験

　
住
宅
整
備
費　
　

3
，
5
0
0
千
円

　
移
住
希
望
者
を
対
象
に
、
村
内
で
の
生
活

体
験
を
通
じ
て
、
日
常
生
活
を
直
接
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
お
試
し
住
宅
」
を
整
備

す
る
。

■

結
婚
適
齢
期
の
男
女
の
出
会
い

　
の
機
会
提
供
事
業
費　

2
5
0
千
円

　 

や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
登

録
料
助
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
50
千
円

　
独
身
者
の
交
流
事
業
費
補
助
金

　
　
2
0
0
千
円

■

産
後
ケ
ア
事
業
費　
　

	

84
千
円

　
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
施
設
利
用
料
の
一
部
を

助
成
す
る
。

施
設
名
　
山
梨
県
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
（
笛
吹
市
）

本
人
負
担
　
1
泊
2
日
　
6
，
1
0
0
円

　
　
　
　
　
別
に
村
と
県
が
各
1
3
，

9
0
0
円
を
助
成

　
利
用
期
間
　
3
泊
4
日
ま
で
　

■

不
妊
治
療
費
助
成
事
業2
0
0
千
円

　
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

■
村
単
教
員
配
置
事
業
費
1
6
，
2
3
2
千
円

　
児
童
生
徒
数
が
県
の
基
準
を
満
た
さ
な
い

た
め
、必
要
な
教
員
を
村
単
独
で
配
置
す
る
。

　
小
学
校
　
3
名
（
H
28
　
1
名
増
）

　
中
学
校
　
1
名

		

２　
地
方
創
生
関
係

		
１　
一　
般

平
成
28
年
度

会
計
当
初
予
算
の
主
要
事
業
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　３月６日（日）、北杜市のサンメドウズスキー場特設
会場で第10回山梨県雪合戦大会が開催されました。
　「丹波山タバスキー」チームは、４年連続４回目の
出場です。
　タバスキーチームは、予選リーグを全勝で突破し、
決勝リーグを順調に勝ち進むも、残念ながら天候不順
のため試合中止となりました。

　４月５日（火）、保育所にかわいいお友達、舩木
結翔くん、岡部草介くんの２名が仲間入りしました。
　お父さんやお母さんに見守られながら、無事入所
することができました。
　保育所の児童数は８名となり、またにぎやかな
保育所となることでしょう。結翔くん、草介くん、おに
いさん、おねえさんと仲良くね。

　平成28年３月７日、丹波山村保育所で木
製ベンチ寄贈式が行われました。寄附団体
は農林中央金庫です。農林中央金庫では農
林水産業の振興、地域社会・環境への貢献
のため、社会貢献活動を展開し、木製品寄
贈、木育等を実施しています。木製ベンチに
ついては、特定非営利法人木ネットやまなし
で製作し、木製ベンチの材料となる木材は県
内森林組合等から供給されています。

山梨県
雪合戦大会
山梨県
雪合戦大会

▶ 

フ
ラ
ッ
グ
を
守
り
ぬ
け
！

▲ 保育所の皆さん、座り心地はどうですか！？

保育所に木製ベンチ
をいただきました
保育所に木製ベンチ
をいただきました

第10回

▲ 白熱する攻防戦！

丹波中学校卒業式丹波中学校卒業式

丹波小学校卒業式丹波小学校卒業式

　３月10日（木）、第6９回丹波中学校卒
業式が行われ、押垣外の染矢夏実さん
が丹波中を卒業しました。
　進学しても丹波山での生活を忘れず、
新しい環境へ羽ばたいてほしいと思い
ます。

　３月23日（水）、第１4０回丹波小学校
卒業式が行われ、守岡響希くん、芦澤優
希くん、守屋瑠唯くんの３名が丹波小学校
を卒業しました。６年間の思い出が詰まっ
た校舎を離れる様子は少し寂しげでした
が、中学校生活への希望に満ち溢れた姿
がとても印象的でした。
　ご卒業おめでとうございます。
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　「
た
ば
こ
か
ら
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
」

た
ば
こ
は
吸
っ
て
い
る
本
人
の
健
康
を
害

し
、
周
り
の
人
の
健
康
も
害
し
ま
す
。

●
知
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
受
動
喫
煙
の
こ
と
を

　
受
動
喫
煙
は
、
喫
煙
者
本
人
の
み
な
ら

ず
、
周
り
の
人
が
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ

れ
て
、
健
康
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

火
の
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
出
る
煙
（
副

流
煙
）
は
喫
煙
者
が
吸
い
こ
む
煙
（
主
流

煙
）
に
比
べ
、
ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素

な
ど
の
有
害
物
質
が
何
倍
も
含
ま
れ
て
い

て
、
周
囲
の
人
の
健
康
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
妊
婦
が
煙
を
吸
う
と
胎
児
の
健
康
に

も
影
響
し
ま
す
。
大
人
よ
り
子
ど
も
が
受

け
る
影
響
は
よ
り
大
き
い
で
す
。

　
た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
多
く
の
有
害
物
質

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
喫
煙
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
誘
発
さ
れ
ま
す
。

●
守
っ
て
ほ
し
い
喫
煙
マ
ナ
ー

　
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
正

し
く
理
解
し
、
喫
煙
者
は
周
囲
へ
人
に
配

慮
し
、
屋
外
で
あ
っ
て
も
、
特
に
妊
婦
や

子
ど
も
の
い
る
と
こ
ろ
で
の
喫
煙
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

　「
た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

週
間
の
こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域
・
職
場

な
ど
で
「
た
ば
こ
と
健
康
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
食
育
の
基
本
は
、「
お
い
し
く
食
べ
る
　

　
楽
し
く
食
べ
る
　
み
ん
な
で
食
べ
る
」

　
こ
と
で
す
。

　
子
ど
も
の
時
か
ら
の
食
育
体
験
は
、
生

き
る
力
を
育
み
、
ス
マ
ー
ト
な
食
生
活
（
自

分
に
適
量
な
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
を
選
択
で
き
る
こ
と
）

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
生
涯
の
健
康
を

維
持
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
毎
日
し
っ
か
り
と
食
事
を
と
る
こ
と
は

私
た
ち
が
元
気
に
生
活
す
る
た
め
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
「
歯
や
口
」
の
健

康
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
お
く
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
が
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
は
、

む
し
歯
と
歯
周
病
で
す
。
そ
の
一
番
の
予

防
は
、「
歯
み
が
き
」
で
す
。
1
日
1
回
は

十
分
な
時
間
を
か
け
て
歯
を
し
っ
か
り
み

が
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
師
を
決

め
て
、
定
期
的
な
歯
科
健
診
を
受
け
る
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

効
果
的
な
歯
み
が
き
の
ポ
イ
ン
ト

・ 

歯
と
歯
肉
の
境
目
に
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先

を
あ
て
る

・ 

歯
ブ
ラ
シ
を
軽
い
力
で
小
さ
く
動
か
す

・ 

糸
よ
う
じ
や
必
要
に
応
じ
て
歯
間
ブ
ラ

シ
を
使
う

「
甲
武
信
　
水
の
森
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

（
仮
称
）　
登
録
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
丹
波
山
村
で
は
、
山
梨
、
埼
玉
、
長
野 

３
県
の
関
係
市
町
村
及
び
山
梨
県
と
連
携

し
て
、
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
を
中
心

と
す
る
地
域
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
＊

登
録
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
登
録

推
進
に
向
け
た
気
運
を
高
め
る
た
め
、
著

書
「
デ
フ
レ
の
正
体
」、「
里
山
資
本
主
義
」

で
お
な
じ
み
の
藻
谷
浩
介
氏
を
お
招
き
し
、

同
氏
の
講
演
を
含
む
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

　
平
成
28
年
５
月
29
日
（
日
）

　
午
後
２
時
～

▼
場
　
所

　
山
梨
県
甲
州
市
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

　
※
入
場
無
料

▼
内
　
容

① 

講
演
「
自
然
と
共
に
生
き
る
～
里
山
の

ち
か
ら
～
」

　
藻
谷
浩
介
氏

　（
株
）
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員

②
伝
統
芸
能
披
露
　「
一
瀬
高
橋
の
春
駒
」

③ 

発
表「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
活
動
」（
仮

題
）
山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等
学
校

＊ 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
：
生
態
系

の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活
用
の
調
和

（
自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
）
を
目
的
と

す
る
取
組
。
国
内
で
は
、
現
在
、
南
ア
ル

プ
ス
な
ど
７
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
　
み
ど
り
自
然
課

　
☎
0
5
5
︲
2
2
3
︲
1
5
2
2

▼
日
　
時

　
平
成
28
年
6
月
18
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
～

▼
会
　
場

　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

　（
甲
府
市
青
沼
3
︲
5
︲
44
）

▼
基
調
講
演

　
岩
川 

あ
り
さ
氏
（
東
京
大
学
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
務
補
佐
）

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
岩
川 

あ
り
さ
氏
、
新
谷 

百
合
香
氏
、
菅

沼 

祐
介
氏
、
西
鍋 

早
葵
氏

▼
申
込
み

　
県
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
☎
0
5
5
︲
2
2
3
︲
1
3
5
8

お
知
ら
せ
　Inform

ation

や
ま
な
し
男
（
ひ
と
）
と

女
（
ひ
と
）
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
月
4
日
～
6
月
10
日
は

「
歯
を
大
切
に
し
よ
う
」
週
間
で
す

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

～
藻も

谷た
に
こ
う
す
け

浩
介
氏
講
演
！
～

「
た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て

考
え
よ
う
」
週
間

　
5
月
31
日
（
世
界
禁
煙
デ
ー
）

　
～
6
月
6
日

6
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

●�今年度も各地区75歳以上の高齢者の方へ配食
サービスを実施します。5月31日（火）に高尾・
保之瀬の配食サービスを行います。楽しみにお待
ちください。他の地区も順次行っていきます。
●�減塩推進活動を行います。生活習慣病予防のプリ
ント配布やみそ汁の塩分測定をして減塩予防を住
民の皆様とともに行っていきます。

食生活改善推進員会の
活動について
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村
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
の
お
見

合
い
を
仲
介
す
る
「
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
へ
の
会
員
登
録
を
支
援
し
ま
す
。

▼
会
員
に
な
れ
る
の
は

　
結
婚
を
誠
実
に
希
望
し
、
自
ら
努
力
さ

れ
る
20
歳
以
上
の
独
身
の
方

▼
会
員
登
録
の
方
法

１ 

　
村
役
場
　
総
務
企
画
課
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い

２ 

　
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
携
帯
か
ら
入
会
申

込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３ 

　
セ
ン
タ
ー
職
員
が
７
月
２
日
（
土
）

に
来
村
し
ま
す
の
で
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
等

の
入
力
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

当
日
、
ご
都
合
の
わ
る
い
方
は
、
個
別

に
甲
府
の
セ
ン
タ
ー
で
入
力
作
業
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４ 

　
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
会
員

登
録
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼ 

入
会
登
録
料
／
１
０
，
０
０
０
円
（
２

年
間
有
効
）
は
、
村
が
負
担
し
ま
す
。

▼ 

詳
し
い
こ
と
は
、
村
役
場
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
山
梨
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
障
が
い

教
育
に
関
す
る
一
層
の
ご
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、「
山
梨
県
立
盲
学
校
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
2
0
1
6
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

▼
開
催
日

　
平
成
28
年
6
月
25
日
（
土
）　

▼
場
　
所 

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）　
　

▼
参
加
対
象

・ 

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
、
成
人
及
び
保
護
者

・ 

教
育
・
福
祉
関
係
及
び
視
覚
障
が
い
教

育
に
関
心
の
あ
る
方
々
　

・ 

本
校
へ
の
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
と

そ
の
家
族
及
び
関
係
者
　
等

▼
そ
の
他

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
河
西
　
晃

　
保
坂
秀
次
郎
　

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w.ysvi.kai.ed.jp/

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
が
い

を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が

あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先

生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
お
よ
び
会
場
　

　
平
成
28
年
7
月
2
日
（
土
）

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）

　
7
月
3
日
（
日
）　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
8
月
21
日
（
日
）　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
8
月
22
日
（
月
）　
山
梨
県
立
盲
学
校

・ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
。

・ 

1
件
に
つ
き
約
1
時
間
の
相
談
と
な
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
　

　
開
催
週
の
木
曜
日
ま
で
に
、
盲
学
校
へ

電
話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
平
日
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
。

▼
費
　
用

　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）　

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

　
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
吉
田

「
や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
へ
登
録
し
ま
せ
ん
か

夏
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会

の
ご
案
内

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

こんにちは赤ちゃん
おめでとうございます。
すこやかに。

守岡　音
い

桜
ろ

葉
は

ちゃん（女）

平成28年4月9日�生まれ
（辰之さん・美香さん）
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課長 田中　寿二 ・課の統括　人事
主幹 長谷川達弥 ・選挙　議会　給与　広域
主査 守屋　　剛 ・財政全般　過疎対策　交通　企画
主任 雨宮　真澄 ・税務全般　消防団　防災　統計
臨時職員 佐々木明美 ・庶務
協力隊員 依田　　望 ・地域おこし協力隊 
会計管理者（兼） 守屋　　剛 ・出納
臨時職員 吉野　松見 ・出納　庶務 
課長 木下　武久 ・課の統括
主幹 芦澤　泰士 ・児童福祉　環境・ゴミ
副主査 相生　有得 ・介護福祉　障がい福祉
副主査 中村　達也 ・戸籍、年金、老人クラブ、保育所
主事 瀧本　清明 ・国民健康保険　後期高齢者　簡易水道
保健師 守屋　朋美 ・保健事業（担当地区：奥秋～押垣外）
保健師 藤森希美江 ・保健事業（担当地区：保之瀬～東部）
業務員 舩木　健一 ・水道技術員
協力隊員 草薙　　豊 ・地域おこし協力隊 
副主査 久保田崇史 ・保育士
主事 酒井　麻未 ・保育士
臨時職員 橋詰　幸子 ・給食調理　所内用務 
医師 古屋　禎男 ・医師
看護師 武井　千春 ・看護師
主事補 田中　裕子 ・医療事務
歯科医師 藤下　昌代 ・歯科医師 
センター長（兼） 木下　武久 ・センター統括
副主査（兼） 相生　有得 ・事務
保健師（兼） 守屋　朋美 ・包括支援事業
保健師（兼） 藤森希美江 ・包括支援事業 
課長 木下　喜人 ・課の統括　
副主査 岡部　英利 ・土木全般　下水道　住宅　空き家バンク
主事 磯部　智博 ・林務全般　商工　創業支援
主事 中間　正藏 ・農務全般 
課長 芦澤将一郎 ・課の統括　観光
協力隊員 小村　幸司 ・地域おこし協力隊
協力隊員 山田　正和 ・地域おこし協力隊
協力隊員 友井　啓太 ・地域おこし協力隊
協力隊員 岡部　　徹 ・地域おこし協力隊
協力隊員 垰野　　剛 ・地域おこし協力隊
協力隊員 寺崎　美紅 ・地域おこし協力隊
臨時職員 嶋﨑まさ江 ・庶務 
支配人 白木　敏彦 ・温泉統括
主事補 酒井　裕子 ・温泉・道の駅業務 
臨時職員 小池　文夫 ・村営つり場管理人
臨時職員 楳澤千代男 ・ローラーすべり台管理人 
次長 吉野　一也 ・委員会事務の統括　学校教育　社会教育
主事 舩木　隆嘉 ・社会体育　有線テレビ　広報　ホームページ
研修生 カロリン
研修生 カシー
協力隊員 福島　千冬 ・地域おこし協力隊 
臨時職員 木下　礼子 ・給食調理
臨時職員 岡部　智子 ・給食調理 
村単教員 桜田　　薫 ・小学校教諭
村単教員 高田　裕子 ・小学校教諭
村単教員 小林　史佳 ・小学校教諭
村単教員 嶋崎志津香 ・中学校養護教諭
臨時職員 守屋　英子 ・小学校用務
臨時職員 広瀬　清美 ・中学校事務
臨時職員 清水　　都 ・中学校用務
ALT ダルトン ・英語指導助手

局長（兼） 田中　寿二 　書記（兼）　守屋　　剛

局長（兼） 田中　寿二 　書記（兼）　雨宮　真澄

局長（兼） 木下　喜人 　書記（兼）　中間　正藏

消防司令補 舩木　正之 ・丹波山出張所長
消防司令補 河村　和彦
消防副士長 舩木　政和
消防副士長 酒井　勝平
消防副士長 嶋崎　祐貴
消防士 小俣　広樹 
消防司令 舩木　秋広 ・小菅出張所長
消防司令補 木下　謙吾
消防司令補 舩木　潤一
消防副士長 堀内亜久里
消防士 鷹取　淳太
消防士 村上　奨太

出納室

保育所

診療所

地域包括支援
センター

地域おこし協力隊

温泉・道の駅

水源の里

給食センター

小・中学校

丹波山・小菅出張所

監査委員会事務局

固定資産評価審査委員会事務局

農業委員会事務局

住民生活課

振　興　課

総務企画課
村
長

岡
部

　政
幸

副
村
長

深
澤

　博
昭

教
育
委
員
会

大
月
市
消
防
署

温泉観光課

教育長
柳場 正喜

再任用　消防司令補　細川　春雄

山梨県がん患者サポートセンターからのお知らせ

　　　　　平成28年6月15日（水）
　　　　　午後1時30分～午後4時

　　　　　都留市まちづくり交流センター1階　会議室1
　　　　　（旧都留市文化会館・YLO会館）
　　　　　山梨県都留市中央三丁目8番1号

　　　　　がん患者・がん患者の家族や関係者

▶問合せ　山梨県がん患者サポートセンター
　　　　　☎055-227-8740（要予約）

※�保健師・ピアサポーター（がんを経験した仲間）が
悩みや不安に寄り添います。
　当日参加も可能ですが事前の予約が確実です。
　お気軽にお電話下さい。

車　検　診

施　設　検　診

「出張がん相談」を
実施します。

子宮頸がん検診

「丹波山村歯っぴい8020達成者 及び
6024達成者表彰」募集のお知らせ

20歳以上の女性

2,200円

　県内41か所の指定医療機関で検診を受
けることができます。詳しくは、住民生活
課までお問い合わせください。

対象者

負担金

平成28年6月9日（木）
午後2時～午後2時30分

高齢者生活福祉センター前

20歳以上の女性

1,000円

日　時
日　時

場　所
場　所

対　者

対象者

負担金

5月23日（月）～5月27日（金）　午前8時30分～午後5時まで

①8020達成者表彰　�平成28年4月1日現在　80歳以上の方で20本以上ご自分の歯が
ある丹波山村在住の方（過去に表彰された方は除きます）

②6024達成者表彰　�平成28年4月1日現在　60歳以上の方で24本以上ご自分の歯が
ある丹波山村在住の方（過去に表彰された方は除きます）

平成28年6月6日（月）の予定

募集期間

対 象 者

表彰実施日 ▶問い合わせ先　住民生活課　☎88-0211

　高尾の田中衛さんが2月9日、所畑の嶋﨑ヨシ代さんが2月20日、高尾の田中花枝さんが3月19日、
押垣外の木下香奈子さんが3月27日に、中組の守屋シヅ子さんが4月26日に、90歳のお誕生日を迎
えられ、村から記念品等を贈呈しました。
　当日は訪問した村長・老人クラブ会長と昔話や日常生活などに話を弾ませていました。
　これからも健康にご留意され、いつまでも、お元気でいて下さい。

▲ 田中衛さん・田中花枝さん ▲ 嶋﨑ヨシ代さん ▲ 木下香奈子さん
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４月１日付で村職員の人事異動がありました。
新たな人員配置は、次のとおりです。

（平成28年５月１日　現在）

平成28年度
村職員の配置と担当
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　４月６日（水）、平成28年度丹波中学校入学式が行われました。今年度の新入生は守岡響希
くん、芦澤優希くん、守屋瑠唯くんの３名で、真新しい学生服姿は少し大人びて見えました。
　中学生となり、環境も変化しますが、楽しいこと、苦しいことも３人協力して、乗り越えて欲し
いと思います。

　地域おこし協力隊として、現在活躍している
５人に、今年度は４名の隊員が加わりました。
　今までの取り組みを更に活発化し、また新し
い視野で様々な取り組みを行っていきます。
　村で隊員を見かけたら、気軽に声を
かけてくださいね。

丹波小学校・丹波中学校

の先生方の紹介です。

丹波中学校の先生方

丹波小学校の先生方

寺崎美紅さん
東京都出身

てらさき み く 草薙　豊さん
東京都出身

くさなぎ　ゆたか

垰野　剛さん　
東京都出身

 たお の  つよし

福島千冬さん　
埼玉県出身

ふくしま ち ふゆ

地域おこし協力隊員に、

４名が加わりました。
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